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　朝河貫一 (1873-1948 年 ) は、今年の 2018 年 8 月 11 日で没後 70 年を迎えるが、現在、彼の
歴史学上の業績は再評価すべき時に来ているように思える。朝河は英文の著作『入来文書 (The 
Documents of Iriki)』(1929 年 ) で、日本の封建制を世界に初めて紹介し、マルク・ブロック、オッ
トー・ヒンツェらのヨーロッパの中世史家から高く評価されたことはよく知られている。しかし
それだけでなく、日露戦争の時期にはアメリカで日露対立の原因について講演活動を行い、英文
の著作『日露衝突 (Russo-Japanese Conflict.Its Causes and Issues)』(1904 年 ) により日露戦争の
原因を客観的に分析し、アメリカ人の共感を得ることに成功した。さらには、ポーツマス条約後





















― イェール大学院時代について、Margaret Dimond 宛書簡から ―
[ エッセイ ]
2
費と寄宿費の免除の申し出を受け、また大隈重信や勝海舟の資金援助もあり、1895 年 12 月にア
メリカに渡り、ニューハンプシャー州ハノーヴァーにあるダートマス大学で大学生として学び始













生時代から日記を付けていたはずだが、彼の死後に残された日記は、1911 年から 1925 年の間と











彼女の遺族から書簡を返却されたことについては、朝河の 1945 年 12 月 22 日の日記に記載され
ている。以下に日記の当該部分の翻訳を挙げるが、そこで朝河は、若い頃、新年を迎えるにあたっ




























友人でフランクリンに実家があるアール・イーストマン (Earl Eastman) と彼の恋人デラ (Della)
の紹介で知り合ったと述べている [1899 年 10 月 6 日 ]。二人が最初に出会ったのは、朝河のダー
2　朝河の英文の日記は、イェール大学スターリング図書館所蔵のAsakawa Papers( 朝河貫一没後に集成され
た朝河貫一の文書集成) のBox 5, 6 にある。1945 年12 月22 日の記述は、Box 6, Folder 55, p.726 にある。なお







たことを感謝している」[1900 年 2 月 1 日 ] と書いていることから、ダイモンドが教えるフラン
クリンの教会の日曜学校に朝河が出席し、知り合ったことがわかる。また Asakawa Papers には、







　ところでマーガレット・ダイモンドは、朝河が Miss Margaret Dimond と書簡で呼びかけてい
ることからもわかるように、独身女性であったことは明らかだが、年齢は当時おそらく 50 代ぐ
らいであったと思われる。理由は、書簡のなかで彼女の母親が1899年に80歳になったことに触れ、
「あなたの母親が 80 歳の誕生日をつつがなく迎えたことを嬉しく思う」と書いていること [1901
年 7 月 13 日 ]、また、彼女の甥がフィラデルフィアの大学で歯学部の学生で歯科医になろうと
していることが言及されるので [1900 年 1 月 13 日 ]、50 代ぐらいと考えるのが妥当であろう。
　また朝河は、彼女との文通で最後まで一貫して、Miss Margaret Dimond と名字で丁重に呼び





3　朝河は1900 年の「年頭の自戒」のなかで、1899 年の8 月と9 月の間に二回フランクリンを訪問したことに言
及している（『朝河貫一書簡集』早稲田大学出版部、1990 年、731 頁、参照）。
4　Asakawa Papers, Box 7, Folder 58, “Address-untitled (to Church Missionary Society, Franklin, New 
Hampshire,1899”.







　朝河はイェールに落ち着いた 1899 年 10 月から彼女への書簡を書き始めるが、最初はほぼ毎週、
自身のイェールでの生活について書き送っている。文通は朝河がイェールでの博士論文を終え、
ダートマス大学の講師時代の 1905 年まで続く。最後の書簡は 1905 年 12 月 24 日のもので、そこ
では朝河が翌年から日本に一年間帰国することが述べられている。出された書簡の間隔をみる
と、1904 年 2 月の日露戦争開戦の頃を境に、朝河は書簡を定期的に出すのを止めたことがわかる。
開戦直後の 1904 年 2 月 14 日の書簡では、朝河が日露関係についてダートマス大学で講演した際、
教室に聴衆が入りきれなくなり、大学の最大の講堂に場所を移しても入りきれず、結局、一週間
後にダートマスの町でも講演を行ったことが書かれている。この 2 月 14 日の書簡を最後に約 10
か月の間、朝河は書簡を出していない。次の書簡は 1904 年 12 月 4 日のものである。理由は、朝
河が 2 月から毎週のように日露関係について北東部アメリカで講演を行い、また秋には『日露衝
突 (Russo-Japanese Conflict.Its Causes and Issues)』を刊行したことと関係があるだろう。すな
わち、マーガレット・ダイモンド宛に書簡を書く精神的な余裕がなくなったものとみられる。い









いた [1899 年 11 月 12 日 ]。こうした健康に留意した生活のためか、一度インフルエンザで二週





ほどの名前で呼ばれていた。寄宿舎で一番よく呼ばれていた名前は Assie である。また、Asa, 
Arthur, George, Henry, Harry とも呼ばれた。現在でもなおハノーヴァーにいる何人かは、私の










りもレストランのウェイターの方が楽しいアルバイトだと語る[1900 年７月 13 日]。しかし、「ま








トレースは見に行かなかった」と述べている [1901 年 6 月 29 日 ]。朝河はイェールに在学する
日本人とも定期的に会合を開いていた。日本人同士の会合のなかでも、とくに皇太子[大正天皇]









るが、イェールにいた日本人留学生たちは「紀元節」の 2 月 11 日にも会合を開き祝っていた [1900






ていた。1899 年 11 月 5 日の書簡で、以下のように自身の受講科目について詳細に説明している。




ル・アダムズ (Samuel Adams) が行ったとされる「アメリカ独立の演説 (Oration on American 
Independence)」が、実は、あるイギリス人の捏造であることが証明された事例を挙げている。
そして、こうしたやり方が、聖書の高等批評 (the higher criticism of the Scriptures) にも本質的
に似ていると述べる。またこの授業には 7、8 人の参加者しかおらず、授業外の勉学も含めて
時間とエネルギーを使うが、研究についての方法と批判の習慣を学ぶことができるものだと高




　続いて、サムナー (William G. Sumner) 教授の授業について次のようにいう。サムナーは老人
だが、彼の評価は高い。大学者の一人で、大学で最も興味深い講義を行っている。体も声も大きく、
講義では命令調で語る。多くの彼の考えはオリジナルなものである。彼は、「社会の科学（Science 
of Society）」－内容は人種と社会構造の研究－、「産業組織の開始期（Beginnings of Industrial 
Organisations）」、「ルネサンス期の産業革命 (Industrial Revolution in the Renaissance Period)」
の講義を行っている。最後のものは中世から近代への変化を制度史的に考察した研究であり、と
くに私には関心がある、と。このように朝河はサムナーの授業を絶賛している。
　次には、自身の指導教員であったウィリアムズ (Frederick G. Williams) 教授の授業に言及
し、ウィリアムズ教授は、「中世と近代のアジア史 (Medieval and Modern Asiatic History)」を
教えているが、それもかなり学ぶところが多いもので、彼の父は有名な中国へのミッションで
あったと述べる。さらに、この年から学長になったハドレー (Arthur T. Hadley) 教授の「経済学
(Economics)」の講義については、それは初学者であろうが専門知識のある者だろうがどの学生
にとっても有益であり、彼の経済学は、その出発点と方法で他の経済学者とはまったく異なると
述べる。さらに、リチャードソン (Oliver H. Richardson)教授の「宗教改革から革命までのヨーロッ
パの歴史 (History of Europe from the Reformation to the Revolution)」と「イングランドの国制
史 (Constitutional History of England)」も受講したが、これらはそれほど専門の授業ではないが
刺激的で示唆の多いものであった。またリチャードソン教授は自身の親密な相談相手だとも述べ
ている。




















　1900 年 10 月 13 日の書簡では、二年目に受講を始めた授業として以下のものが挙げられる。
1. アダムズ (George B. Adams) 教授の「中世の制度 (Medieval Institutions)」、２．リチャード
ソン教授の「テューダー朝のイングランド (England under the Tudors)」、3. ウィーラー (Arthur 
M.Wheeler) 教授の「1760 年以降のイングランド国制史 (English Constitutional History since 
1760)」、4. ボーン教授の「革命と内戦との間のアメリカ外交史 (American Diplomatic History 
between the Revolution and the Civil War)」、5. ウィリアムズ教授の「アジアとアフリカでのヨー
ロッパの植民地 (European Colonies in Asia and Africa)」。これらの五つの授業はすべて大学院
の授業であり、3. が講義で、それ以外は「専門演習 (research course)」であった。さらにゲスト
として聴講している授業として、1. アダムズ教授の「イングランド史 (English History)」、2. ウィー
ラー教授の「1789 年以降のヨーロッパ史 (European History since 1789)」、3. シュワーブ (John C. 
Schwab) 教授の「アメリカ産業史 (American Industrial History)」、4. エメリー (H.C. Emery) 教
授の「経済学 (Economics)」、5. シュワーブ教授の「公共財政学 (Public Finance)」を挙げている。
この日の書簡には自身の１週間のスケジュールも書かれている。それによれば、午前 6 時に起床
し、朝食前に 7 時から８時までは独学で中国史を勉強する。8 時から 8 時半に朝食を取り、8 時
半から 9 時には新聞を読む。その後は授業に出席し、また授業の準備をする。午後 3 時から 4 時
には運動をする。午後６時から 7 時には夕食を取り、午後 7 時から 8 時には雑誌論文を読む。午











































る。それほどの論文である」[1902 年 5 月 18 日 ]。また、1899 年の自身の冬休みの読書として、
西洋中世史の文献 (Weizen,"Siedlungen und Agrarwesen",　 Sohm,"Institutes of Roman Law", 
Maitland,"Doomesday Book and Beyond") を読む予定であることも述べている [1899 年 12 月 22
日 ]。さらには、メイトランド (Frederick W.Maitland) が翻訳したギールケ (Otto von Gierke) の
『中世の政治思想 (Political Theories in the Middle Age)』を購入して読み感激し、「この著者と翻
訳者は近代国家システムを中世ヨーロッパから跡付けようと試みている。古代と近代との接続が
説得的な仕方で提示されている。著者は中世の法学者と教会法学者によるラテン語史料の多くの











会の牧師養成神学校である Hartford Theological Seminary を訪問したこともあった。1904 年 4
月 13 日の書簡で、そこでの印象を次のように述べる。「ここは別世界だ。そして狭い世界である。





























超えないようにするつもりである」[1902 年 3 月 19 日 ]。






















　この後の時期、ダイモンド宛の書簡は半年以上途絶える。次の書簡は 12 月 4 日のものである。
この長い文通のブランクは、明らかに朝河の生活が日露戦争で激変したことを示している。朝河
は夏までの間に日露関係についてアメリカで約 20 回の講演を行っている。6 そして 11 月には英





受けていないことへの苛立ちが窺える。1905 年に出した書簡も全部で 6 通と数少ないが、最後
の書簡は 1905 年 12 月 24 日のクリスマスの挨拶で、「私は日本に帰国することを考えている。1



















なった。朝河は 1910 年代に多くの比較封建制の論文を書き、1929 年に出版された『入来文書』
では、日本における封建制の存在を世界に向けて紹介するとともに「論点の要約」の部分では日
欧の封建制を比較し、日本と西欧の封建制の類似と相違を明晰に論じた。
　朝河の歴史家としての生涯を考えるとき、彼が本格的に日欧の比較封建制についての構想を抱
くようになったのはイェールの大学院時代であり、何よりイェールで生涯の恩師となる中世史家
のアダムズ教授と出会ったことが大きい。この後の朝河の比較封建制史家としての活躍について
は、また稿を改めて論じたいが、いずれにしても朝河のイェール大学院時代は、その後の研究の
方向性が定まっていった点で決定的に重要な時代であった。その意味で、朝河の歴史学者として
の自己形成過程を知ることができるマーガレット・ダイモンド宛の書簡は、史料的な価値がきわ
めて高いものといえる。
